
施設概要
岩沼市勤労者活動センターは、勤労

巾民の皆様はもちろん各種事業所など

施設使用料金算出基準表

使用時間

使用区分

午 前

の福祉の充実及び勤労意欲の向上を図るための施設です。

くの方々にご使用いただけます。

午 後 夜 間 1 日

午前9時一正午 ー午後1時 午後1時

研 修 室1 900円 300円

一午後6時 午後6時一午後9時 午前9時̃午後9時

300円 1.400円 3,500円

研 修 室 2 1,200円 400円 400円 1.了00円 4,400円

視 聴 賀宴 2,500円 900円 800円 3,200円 8,了00円

音 楽 室 1,200円 400円 400円 1,600円 4,200円

多目的ホール 7,800円 2,600円 2,600円 13,000円 31,200円

3時間
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「隠感電預憫和一動00- 設備器具等使用料算出基準表‾ し}て曽心二川ヽ-「教で音 

使用 区 分 〇位 重機(1回につき) 使用 区 分 〇位 金額(1田につき) 

種 

マイク 

一式 3〇〇円 
書 目 

マイク 

一式 5〇〇円 カセットデッキ カセットデッキ 

検 重 量 

CDプレーヤー 

的 ホ i Iレ 

CDプレーヤー 

責舶示裏書 1台 30〇円 フロアシート 一式 与00円 

紬プロジェクター 1台 500円 スポーツミラー 1台 2〇〇円 

スグ」-ン 1台 100円 

そ の 他 

ピアノ 1亀 1.000円 

持込書類職種 500 50円 

き ‾咽て‾百十〇 

額の細中の1回とは、着駁使用料の重出暮種のそれぞれの区分とする.
言や 

DVDプレーヤーCDプレーヤーを優用する場合に

3時間 12時間

細 事

1使用地軸には、準備及び原状回復に震する的闇を含むものとする。

2使用蘭的かこの表に定める使用晴間に満たない場合においても、前岡割討筆は行わない

音ものとする。

3この表に定める使用的軸外に使用する調合の使用料の職出墓埠は、次の使用椙の算出

義持の額を時間割叶着くこよって鱒出した額(1 00田夫瀧の帥敏か生じたときは、 1 00円に

切り上げた額)とする。この調合にあいて、使用的軸に1晴間未満の場数かある場合Iなこ

れを1時間に切り上げる。

∴; (1)使用時同が午前9時以前及び正午から午後1晴までの場合は、午前の使用棺の簾

田基準の額

(2)使用時同か午後5時から午後6蹄までの場合は、午後の使用椙の質出基準の韻

(3)使用時同か午後9時以降の場合は、夜間の使用料の質出雲導の額に1 〇〇分の1 50

を乗じて得た使用料の筆出墓導の額

冷暖房使用料金算出基準表

使用区分 1時間当たりの頴 

研 修 室1 100円 

研 修 室 2 100円 

視 聴 覚室 200円 

音 楽 室 100円 

多目的ホール 400円 

田園

〒989-2464宮城県岩沼高三色吉事松150番地の1
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施設内容

;二 

室 名 使用人数 面 積 用 途 

研修室1 20名 43.98[† 会議・研修等 

研修室2 30名 56.52肩 会議・研修等 

視聴覚室 54名 104.00品 会議・講座・セミナー等 

音 楽 室 30名 49,59n十 音楽活動等 

多目的ホール 200名 362.了8肩 

軽スポーツ・講演会等 

〔護莞許しとバドミントンの〕 

構 造 鉄筋コングノート進一部鉄骨屋根1階建

敷地面積 5,951.43品

床面積1,094.36正

落 成 平成11年3月26日

軽重 会議・研修・ミーティング

などに最適です。

四壁 セミナーや発表会など

にも使用できます。

圏萱 合唱"楽器演奏などに

使用できます。

多目的ホール

バドミントン・卓球などの

軽スポーツや、講演会など

幅広く使用できます。

※ 研修室2は終日使用不可となっています。


